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変われば、変わる！ 

変わる、勇気を！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは今年、大腸がんを宣告されたお客様（Ｔさん）のものです。 

進行がんでリンパ節にも転移があるシビアな状況でした。 

幸い、ストーマ（人工肛門）は回避できる部分にがんはできていましたが 

術後も予断を許さない状態と告知されたそうです。 

 

そのＴさん 

４年前には、子宮卵巣の全摘手術を受けています。 

その前には、リウマチ症状。 

その前には、交通事故。 

 

一生懸命、家族のために、仕事に、家事に、親の介護に頑張ってきた。 

飲酒喫煙なし、食生活も良好、太田東西の漢方も真面目に続けてきたのに 

「なぜ、家族で私ばかりが・・」 

 

Ｔさんが健康増進に励んでも、次々に病気に見舞われるのは、なぜ？ 

 

 

－１－ 



 

今年９月、新聞にありました。 

 

国民医療費 最高３７兆円 過去最高 

 

６５才以上は、年間一人約７０万円！ 

 

 

 

少子化で人口は増えていないのに、なぜ医療費は過去最高に増えるのかな？ 

医療技術が高度化して日進月歩しているなら、むしろ患者は減って、医療費も

どんどん減っていくのでは？ 

 

結局、病気が「根本から治っていない」んじゃないのかな？ 

 

お医者様に「根本から治す気」あるのかな？ 

 

患者さんに「根本から治りたい気」あるのかな？ 

 

両者の間で「病気の根本原因」に取り組んでいるのかな？ 

 

「病気のことは素人の私にはわからない。お医者様にお任せして、言われた 

とおりにするしかない」 

そんな「治してもらうんだ」という依存心の強い、甘えん坊の患者さんが多い

から医療費が増えているということはないかな？ 

 

ただただ言われたとおりに、病院に通って、検査して、薬のんで 

でも 

気づいてみたら、どんどん病気も薬も増えていて・・おまけにシワまで・・ 

それが、医療費が年々増加している根本原因じゃないのかな？ 

 

 

「なぜ治らないのかな？」 

「どうして自分は病気になったのかな？」 

「もっと良くなるために、自分にできることは何かな？」 

 

自分に向き合い、病気から反省して、生活習慣や考え方生き方を改める努力に

励む患者さんが増えれば、国民医療費は減るんじゃないのかな？ 
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先述したＴさんは、太田東西の「優等生」です。 

術後、主治医の先生がその回復ぶりに、検査データの改善ぶりにとても驚いて

「何かしています？」と尋ねられたそうです。 

 

大腸がんの後も、私からＴさんへの漢方は最初から変わっていません。 

その漢方で予防できなかったのに、なぜ今とても効いているかというと・・ 

 

Ｔさんが変わった からです。 

 

大腸がん、子宮卵巣の病気は、抑圧と我慢の人生、本音を隠し、自分を偽って

何十年と「いい嫁、いい妻」を演じてきたことが原因と思われます。 

姑と夫が「黒」と言ったら、白でも黒でした。反抗することは許されない。 

必然、体内には「怒り」のエネルギー（負の想念）が蓄積されます。 

 

退院後、私はＴさんに言いました。 

「ご主人をここに連れて来てください。私が偽善の夫婦仲を破ります」 

Ｔさんにとって、それは恐怖。しかし、今回の病気でＴさんは覚悟しました。 

 

「もう、周りに気を遣うのはやめよう！ 自分を大切にしよう！」 

 

大腸がんを通じて、「余生」「命」「死」というものを真剣に考えたのです。 

 

今までは、周りに自分を合わせて来た。 

これからは、周りを自分に合わせる！ 

 

Ｔさんは仕事も辞め、家事も手を抜き、義父母も施設に預け、周りよりも 

自分の時間と身体を最優先すると決心しました。 

１０年間、ずっと一人で太田東西に来ていましたが、初めて夫婦で相談室の席

につきました。自分のシビアな状況を、夫に見て、聞いてもらいました。 

それからは、夫に本音を言うことができるようになりました。 

 

Ｔさんは、勇気を出して、自分を変えた！ 

だから驚くほど漢方が効いているのです。 

 

 

「自分に正直にね、自分を大切にね、そして幸せになってね・・」 

 

Ｔさんの病気から、そんな「温かい母性（母なるもの）」を感じます。 

 

 

－３－ 



太田東西ブログ ほぼ毎日更新中！ 薬局ホームページからご覧いただけます。 

 

奇跡が・・・   １１．２６   

今日は次男坊の推薦入試の合格発表の日。 

が、しかし・・・ 

模試の判定は Ｅ 

Ｅ＝「いい（良い）」ということではなくて 

５段階評価で 

Ａが「当確」なら、Ｅというのは・・・ 

むりもない、４月の模試で、化学６点だったから・・・ 

 

 

しかし、今夏の三者面談で              

担任の先生は言ってくれた 

「太田君は、ポテンシャルが高いんです！」 

 

そしてがっちり、先生と握手を交わして 

記念撮影 （カメラメンが次男坊というのが、またいい！） 

それからは、早起きの父親よりも、さらに早く起きて勉強に頑張っていた。 

 

 

そして、発表の日。 

≪合格≫という奇跡が起きた！！ 

推薦もギリギリでもらったなら、合格もギリギリセーフだった・・・（汗） 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさま                お祝い待っています    

違った・・・(‾□‾；)               応援ありがとうございました ！（‐＾▽＾‐） 

 

 

４月から東京薬科大学薬学部に進学いたします。 
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